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富山県社会事業年表
-近代のあゆみ-
矢 上 克 己
はじめに
現在の富山県の社会福祉の状態を科学的に
把握するには､まず､富Ll｣県における社会事
業 ･社会福祉の発展プロセスとその内答を明
らかにする必要がある｡日本を一つの全体社
会と見るならば､全体社会に規定されながら
も､富山県独自の社会事業 ･社会福祉の発展
プロセスと内容があるはずである｡
富山県には､末だこうした社会事業史全般
にわたる調査､研究はなく､分野別のものが
いくつかある程度である｡しかし､調査､研
究を進めるに当たって､第二次世界大戦以前
の富山県の社会事業に関する文献 ･資料の散
逸がはなはだしく､社会事業実践の記録の収
集が困難になっている｡そこで取りあえず､
限られた文献 ･資料に依拠して､本年表を編
集してみた｡
なお､時期区分は､田代国次郎他者『増訂･
社会福祉史入門』に従った｡
1.慈善救済期 (明治元年～同28年)の
動向
明治維新から同20年代にかけては､資本の
原始蓄積過程であるO このプロセスにおいて､
とくに1881(明治14)年から1885(明治18)午
にかけての経済不況および自然災害により､
農民層､下級士族､職人層の窮乏化が進み､
1890(明治23)年には､第一次資本主義恐慌
となりこれらの層の人々の他､中小商工業者
をも窮乏におちいらせた｡
この時期の明治政府の救済対応はまず,
1874(明治7)年､唯一の公的救貧法､1血救規
則の制定であった｡その内答は｢無告の窮民｣
に限るという制限主義が貫かれており､その
他救済関連立法の制定i)あったが､いずれi)
貧弱な内容であり､この時期に広汎に出現す
る近代的貧困には対応できるものではなかっ
た｡そのため国内各地にキリスト教者､仏教
徒､篤志の個人 ･団体などによる慈善救済が
成立した｡
富山県内では前記の1881年から1885年にか
けての経済不況および1890年の経済恐慌と凶
作､風水害および大火などが重なり､大量に
窮乏層が出現した｡
例えば1880(明治13)年10月､魚津では窮民
が騒動を起こし箸､富山では1889(明治22)午
9月､貧民隊が､1890(明治23)年 6月､婦女
隊が商家に迫る騒動を起こしてお.)佃､経済
恐慌や物価騰貴および災害による窮乏層の出
現を裏付けている｡
こうした状況に対し､官費救済による富山
県内の救済人員は､1884(明治17)年か ら
115人と極めて少なく､実態にあったものでは
ない｡そのため､富山町では1886(明治19)辛
10月､｢共有金(恩賜金並に義指金)取扱規程｣
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を定め､水火の災害罷災窮民を救済すること
になった1て｡
また､富山市役所は西本願寺別院内に事務
所を置き､臨時の救済を行った1ト｡
(
しかし､こうした公的対応によっても､広
汎に出現する貧窮者の救済はできず､宗教関
係者や慈善家らによる民間慈善救済が展開す
ることになる｡
免囚保護事業では､1889(明治22)年10月､
真宗の僧侶によって､免囚者に矯iE感化を行
う富山感化保護院が開設され､富山県におけ
る最初の免囚保護事業を開始している看｡
教化事業では､1893(明治26)年､中新川郡
上候村に仏教青年矯風会が組織され､会員相
互に智を磨き､徳を樹てる目的として､講演
会､討論､講和会を開催するなどの事業を行
lI
ったJ｡
救貧施設では､1894(明治27)年 7月､養
老､育児及び窮民救助を行う富Ll慈善会(明治
42年8月､富山慈済院と改称)が創設されている鵬 ｡
その他として､災害に対して､皇室より救
価金が下賜されている｡
富山県内の慈善救済期の動向については､
1,血政規則などによる公的救済が貧弱なため､
仏教徒による免囚保護事業施設や教化事業を
行う組織が､また､民間人の会員組織による
養老､育児及び窮民政済を行う救護施設が相
次いで設立されているのか､特徴と言える｡
また､富山町 (現富山市)における窮民救済
も､地方における公的な単独事業として注目
される｡
2.慈善事業 (明治29年～同39年)の
動向
日清戦争から日露戦争後にいたる期間は､
E]本資本主義の成長期であるoこの時期にわ
が国は2度の経済恐慌に見舞われたのである｡
二の経済恐慌を背景にして､救済対象が広汎
に出現するか､明治政府は政済は,Z血救規則と
救済関連立法で事足りるとした｡しかし､政
府の貧弱な救済対応では､救済対象の大量な
出現には対応できず､前期同様､日本国内各
地に民間人による慈善事業が成立している｡
富山県内でもこの経済恐慌と自然災害が重
なり､政済対象が広汎に出現している｡それ
は､横山源之助の 『日本之下層社会』(明治32
年4月)の中に ｢地方の下層社会｣として､富
山県内の小作人生活事情が紹介されている｡
また横山は､これより先に『毎R新聞』に｢地
方の下層社会｣として､富山県内の細民の実
態について連載でレポー トしている｡例えば､
｢地方の下層社会｣(英一)『毎日新聞』(明治
29年9月12日)によれば､細民にあたる納税不
納者が富山市に7,474人､窮民にあたる免税者
が同市に2,283人が､高岡市でも､納税不能者
3,408人､免税者が2,460人が確認されている｡
また､県下9,087人の漁民のうち10分の9は細
民で､そのうち半ばが窮民としている !一†｡こ
のような状況は､明治30年代の2度にわたる
経済恐慌のなかで一層深刻化したのである｡
こうした状況を背景に､富山県内に民間人に
よる慈善事業が相次いで成立した｡
まず､免囚保護事業では1899(明治32)年に
恩赦令に塞いて出獄人が多数おり､出獄人の
善導保護のため真宗大谷派の僧侶乗杉教存ら
が富山市鹿島町に同年3月､富山保護会(大止
4年､富山養徳園と改称)を設立している脚 ｡
教化事業では､1897(明治30)年 8月､池汀
同窓会 (婦負郡池田小学校内)をはじめとし
て､1899(明治32)年 4月には仏教の原理に依
準して道徳心の増進を図り､忠君愛国の志気
人L.'FiJl.'LIJ県社会事業年太一近代のあゆみ-
を益々軍国にし､社会的事業を行う仏教明徳
会が氷見郡布施村に組織され､その他に､南
般若矯風会 (明治35年2月)､束五位村矯風会
(同年4月)及び柿揮村協風会 (明治38年4月)
が結成され､この時期に5つの教化団体がつ
くられている｡
育児事業は明治30年代に全国的に著しく数
的増大を示すが､富山県内においても1902(明
治35)年 5月､婦負郡四方町四方尋常高等小学
校長龍乙吉により四方育児院が設立され番､
1903(明治36)年 6月に高岡本江育児院 (高岡
宿)がつ くられている
軍人救護では､軍人遺族と廃兵中生計困難
な者の救護を目的に1905(明治38)年 3月､愛
国婦人会富山支部 (富山県庁内)が組織されh/､
同支部は1906(明治39)年10月､軍人遺族と廃
兵の家族に生業扶助の方法を授ける目的で､
愛国婦人会富山授産場を設立している⑲｡ま
た､同年4月には帝国軍人後援会富山支会(富
山県庁裾 が結成されている召｡
公的な救済方法では､富山県は1897(明治
30)年10月､米価高騰にあえぐ県民のため富山
県白米小売所を設置し､米の廉売を行った②｡
翌1898(明治31)年には､経済恐慌により窮乏
化する県民に､施粥 ･金品施与 ･外国米輸入
廉米 ･出様奨励 ･北海道移住 ･鉄道兵営堤防
等築造 ･地方米輸出禁止 ･倹約等の救助方法
により窮民救助を実施した②｡
県の救済制度では､1899(明治32)年 2月､
富山県慈恵政済資金が制定され言､同年 7月
には､国の罷災救助基金法の制定を受けて､
富山県罷災政助基金支出規則などがつくられ
ている3｡
市町村レベルでは､1900(明治33)年に伏木
町の直接の救済事業として伏木町町費救済事
業が実施され⑲､罷災政助のため1905(明治
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38)年 9月､下新川郡下野方村に曜災救助積立
金 1㌦ 翌年12月､下新川郡小摺戸村に凶作救
助基金が設置されているJ】′｡
その他､全国の各慈善団体に収容された孤
児に対して､中学教育の資金給与というユニ
ー クな事業 を行 う 日本孤 児教育 社会 が
1906(明治39)年 6月､富山市旅能町に設立さ
れている'B｡
富山県の慈善事業期の動向については､前
期同様､公的救済が貧弱なため､民間人によ
る慈善事業が成立しており､施設では免囚保
護施設と育児院 2カ所が開設されているD と
くにこの時期の特徴 としてあげられるのは､
まず5つの教化団体が組織されたこと､次に
軍人救護を行う2団体がつ くられたこと､第
3に､県行政レベルや市町村レベルにおいて
公的救済が実施されたことである｡
3.枚済事 業期 (明治40年～大正 7年)
の動向
1907年 (明治40)年から第一次世界大戦勃発
までの期間の日本経済は､慢性的恐慌状態が
続き､このため救済対象が大量に出現してい
る｡さらに､1916(大TF5)年以降､日本経済
は大好況に転ずるが､それとともに､米を中
心 とする生活必需品の著しい高騰が大衆生活
を圧迫し､1918(大正7)年 7月､全国的に波
及する米騒動の勃発をまねいた｡このように､
経済の好況期においてさえも､広汎な救済対
象の存在が明らかになった｡
政府はこの時其別二至ってi)､救済対象を限
定し､救済は他救規則と救済関連立法で事足
りるとした｡したがって､この時期において
も､前期同様､民間人による救済事業が日本
国内各地で展開することになる｡
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富山県内では､1907(明治40)年から第一次
世界大戦勃発までの慢性的経済恐慌によって
中 ･下層農民及び市街地の中 ･下層民が窮乏
化した｡
こうした状況に対して､富山県内でも民間
人による救済事業が相次いで成立している｡
ます､児童救済事業では､1907(明治40)年3
月､深敬保育園 (育児事業)が上新川郡奥田村
に開設されたIigのをはじめとして､盲教育関
係では､同年4月､並木文右衛門により盲人
子弟の不幸を潤み､富山市稲荷町の-民家を
ll
借用 して私立富山訓盲院が開設 され ト､
1911(明治44)年4月､稲坂三吉により魚津訓
盲院 (大Jl二9年私立船見訓盲院と改称)吐1
1914(大正3)年7月､茎崎六次郎により私立
高岡鋪灸按摩学院 (高岡市)が開設されてい
る⑲｡感化事業では､深敬保育園感化部が
1909(明治42)年 3月､県代用感化院に指定さ
れ樹徳学園と称 したか､1916(大正5)年 4
月､県に移管となり富山県立樹徳学園と改称
している牡1)Oまた､同年7月､樹徳学園を後
援する富山成徳会が同学園内に併置された ‖
貧困学齢児童救済では､1913(大正2)年 6
月､婦負郡鵜坂村貧児学用品救助基金ailや同
年12月､魚津町貧児就学奨励金が設置された
のをはじめとして､県内の各町村に設けられ
教化事業では､1907(明治40)年6月､修養
一徳会 (中新川郡柿滞村)の結成をきっかけに
県内各町村に設置され､急激に増加 してい
る㊨･｡
経済保護施設としては1912(明治45)年8
月､射水郡黒川村に黒河共同浴場が､射水郡
片口村に片口共同浴場と共同理髪所がつ くら
れている①｡
免囚保護事業では氷見町の有志､仏教関係
者らが1917(大正6)年5月､氷見慈善托鉢会
を組織し､事務所を氷見町の信行寺内に設置
している'lVo
その他､授産施設では､1907(明治40)年4
月､魚津町に魚津授産場が設立 され ('B､
1915(大正4)年11月､本願寺富山別院慈恵会
がつ くられ､貧困者に対する救療を行ってい
る〔lLh｡
公的な救済対応としては､1909(明治42)午
3月､中新川郡柿滞村政助基金の設立をはじ
めとして､県内の郡市町村に積立の救済基金
が相次いでつ くられている lL｡このことは､
慢性的経済恐慌の中で広汎な救済対象の出現
を裏付けるものである.
富山県の救済事業期の特徴を挙げるとすれ
ば､児童救済事業では､育児施設 1カ所の他
に､とくに盲教育施設3カ所および県立の感
化事業施設がつ くられ､また､県内各地に貧
困学齢児童の就学奨励のための基金が設置さ
れたこと､次に､前期に比べ教化団体が著し
く増加したこと､第3には､経済保護施設と
しての共同浴場 と共同理髪所が､この時期に
早 くも成立していること､第4には､慢性的
経済恐慌の中で､郡市町村レベルで､公的な
貧民救済のための基金が盛んに設置されたこ
と､第5に救済事業､救済施設の多様化と量
的拡大がみられたこと､第6に救済事業が市
街地だけでなく､農村部にまで普及したこと
である｡
4.社会事業期 (大正8年～昭和12年)
の動向
1918(大正7)年の全国的に波及した く米騒
動)にみられた民衆の窮乏が回復されないう
ちに､1920(大正 9)年以降の経済恐慌､
1923(大正12)年の関東大震災､昭和に入って
からi)､1927(昭和2)年の金融恐慌､1930(昭
和5)年以降の世界大恐慌､農村恐慌と状況は
悪化の一途をたどり､農村の窮乏化､都市部
での細民層の増大､失業者の続出が顕著とな
った一方､親子心中､児童虐待､乳幼児死亡､
欠食児童､人身売買､出稼ぎなどが増大した｡
こうした貧困問題が､大正デモクラシーを背
景に､大きな社会問題として取りあげられ､
社会事業が成立した｡
同時に救貧行政の近代化が要請 され､
1919(大正8)年内務省に ｢社会課｣が設置さ
れ､翌年社会課は ｢社会局｣と発展し､さら
に､地方行政にも ｢社会課｣が設置され､社
会事業行政が統一化された｡
救貧立法では､,l血政規則にかわって､
1929(昭和4)年､政護法が制定され､1932(昭
和7)年から実施された｡
この時期に地方では､社会事業に関する機
関として社会課の他に､方面委員制度の制定
や社会事業教会が設立され､一般社会事業で
は救護事業､経済保護事業､失業保護事業､
医療保護事業､児童保護事業､社会教化事業､
免囚保護事業などが出揃っている｡
富山県内では､1918(大正7)年の米騒動に
より多くの飢えた民衆が確認されている0
1918(大正7)年の米騒動は周知のように富
山県下新川郡魚津町の漁民の女房たちの井戸
端会議に端を発し､全国的に波及したのであ
る｡『富山日報』(大正7年 7月24日)によれば
｢下新川郡魚津町の漁民は近来不漁続きにて
大に困債なし居る上米価は倍々暴騰するより､
其日の糊口に窮するもの続出し､遂にやり切
れな くなったと見え､二十二 日夜 より寄
り々々集会を催し居りし結果､窮状を町当局
へ訴え出づべ く､二十三日早朝大挙して､町
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役場へ迫らんとする形勢甚だ険悪となりたる
---｣とあり､魚津町の米騒動は県内の各町
村に飛び火し､1918(大正7)年 8月3日に
は､中新川郡西水橋町の漁師町の女房百七､
八十名による騒動が､滑川町においても同年
8月7日､町内窮民数百名が騒動を起こして
いる⑲この他､東水橋町､生地町､泊町など
でも米騒動が勃発している｡
こうして､県内各地に米価を中心とする物
価高騰に困窮する大量の救済対象が存在する
ことが明らかになった｡これに対して､県内
各市町村では､｢米の廉売｣や ｢施米｣で､管
轄内の細民､貧民に対して救済を実施してい
る｡例えば1918(大正7)年8月14日より16日
までの富山市での被救済者は､2,197戸､9,322
人に及び､8月18日までに白米一升につき5
銭の割引き券を受けた者が10,225人にのぼり､
8月19日に10銭割引きの廉売券を受けた者が
4,381戸､19,073人となり､さらに8月21日に
は被救済追加者が754戸､3,432人にのぼり､
被救済者は合計は実に22,505人にも及んでい
る｡高岡市においても､被救済者は2,513戸､
ll,876人となり､全市の3分の 1は貧窮民で
あった 蚤 ｡
さらに､1920(大正9)年以降､昭和初期に
つながる経済恐慌の中で､多くの社会事業対
象の人々が出現している｡例えば､1920(大正
9)年12月末日現在の富山県内の窮民戸数は
ll,217戸にのぼっている
この時期における富山県内の社会事業の動
向では､まず､1921(大正10)年 4月､富山県
に内務部社会課が設置され､救貧行政の近代
化が計られた｡社会課は1924(大正13)年12
月､県政事務の都合により廃止されるが､
1926(大正15)年 7月､富山県学務部の新設と
ともに､再び社会課が設置された①｡
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1921(大止10)年 6月には､一般社会事業を
調査研究し､富山県下の社会事業の発達を図
る目的で､富山県社会事業協会が発足 し
た1131｡また､富山市においても1926(大止15)
年11月､社会事業協会を設立している0特O
地域における社会事業全般について活動を
行う方面委員については､まず､1923(大正12)
年10月､高岡市方面調査委員を設置したのを
はじめとして､1927(昭和2)年 3月､冨山市
方面委員が設けられ､同年5月､富山県方面
委員が設置され､滑川町 ･魚津町 ･新湊町 ･
伏木町 ･氷見町にそれぞれ7名の方面委員を
配置しているLt-∩
方面委員活動を助ける方面委員助成会では､
1927(昭和2)年 5月､富山県は富山県何々市
町村方面委員助成会準則 (富山県訓令)を定め
ているが､同年 7月､伏木町方面助成会､同
年11月､魚津町方面肋成会が設立 し､新i葵町･
滑川町 ･富山市 ･氷見町などにも相次いで助
成会が結成されている十㌦
経済保護事業のうち公設市場では､1919(大
正8)年 7月､富山市立西部公設市場の開設を
はじめとして､同年9月､高岡市公設市場が
設置されば､以後､富山市に東部公設市場 ･
堤町市場などがつ くられている楓｡簡易食堂
としては､1921(大正10)年10月､高岡市簡易
食堂が開設された他､1922(大正11)年12月､
富山市簡易食堂がつ くられている｣｡住宅供
給事業では､1922(大正11)年 1月､富山市西
中野市営住宅が建設されたのをはじめとして､
富山市や高岡市を中心に市営住宅の建設や住
宅組合が盛んに結成されているが､井波町で
は1925(大正14)年 9月の大火 (276戸焼失)を
背景に､その年､14の住宅組合が結成され､
新湊町では1930(昭和5)年 9月の大火 (545戸
焼失)を契機に17住宅組合が設立されている3/O
公益質屋では1927(昭利2)年6月､高岡市営
質舗 ･魚津町公益質屋が､翌年8月に氷見町
公益質屋がつ くられた｡その他､共同浴場で
は1927(昭和2)年に東砺波郡柳瀬村奉仕浴場
が J,'､宿泊保護施設としては1928(昭和3)午
6月､民衆会館 (無料休憩所 ･簡易宿泊所)が
富LL席 に開設され 珪 '3.､さらに協和事業として
の意味をもつ労働合宿所 (鮮人労働者無料宿泊
所)が1926(大止15)年11月につ くられてい
るJ串C
失業者保護事業では1920(大止9)年11月､
高岡市商業会議所付設職業紹介所が唱矢であ
るが､公設では1922(大止11)年 7月､冨山市
職業紹介所が設置され､1925年から1930年に
かけては伏木町 ･高岡市 ･魚津町 ･保内村に
も職業紹介所か設立 されているO また､
1920(大止9)年 9月より､県1､~警察署及び分
署において人事相談所を設け､人事相談とと
もに職業紹介事務 も行っている｡'｡さらに
1921(大正10)4月に日蓮宗人事相談所 (冨山
市)か､同年 5月に伏木町人事相談所と大谷派
本願寺人事相談所 (富山市)が設立されてい
る1■｡授産事業では1923(大止12)年 7月､富
山市婦女会が中産階級以下の生計補助を目的
に ミシン講習会を開講している他 Ln､1927(昭
和2)年 3月､三 日市農民工芸組合ユノが組織さ
れ､1929年には富山成徳会が授産事業(洋服裁
縫業)を行っているが＼歩､とくに､富山成徳会
は1936(昭和11)年 5月､授産場を新築し､西
洋洗濯部を設置 している iR｡健康保険では
1926(大止15)年10月､富山健康保険署 (富LJ
県庁内)が開設されている
児童保護事業としては､まず託児所が著し
い発達をみせている｡常設の託児所では､
1923(大正12)年 6月､四万保育所 (婦負郡四
方町 ･番の設立をはじめとして､1937年までに
17カ所開設され､季節託児所では1923(大止
12)年5月､二葉園(下新川郡下立村了 と老凹
村常人寺および同村常福寺 (射水郡〕に託児所
か設けられ4'､以後､1926年に26カ轟 t､1936年
に52カ所かできたが雛.､そLて1937年には244カ
所と飛躍的に増大している釆Oこれに対して
1927(昭和2)年､保育者養成を目的に愛国婦
人会富山支部が託児所保母養成講習会を開催
虚弱児童保護事業では､日本赤十字社富山
支部は1928(昭和3)年より虚弱児童を対象
に､夏季児童保養所を開設している｡1
妊産婦保護事業では､まず､1927年7月､
現在の調査で県下265市町村のうち産婆かい
ない村が104カ村であったが､県当局において
も児童保護事業として1927年より公設産婆の
設置奨励を実施している｡これにより､1928
年 と1929年に計14カ村で公設産婆がおかれ
たF｡その他､富山県は1926(大正15)年6月
より､無医村地区に春秋 2回巡回施療を実施
しているが､看護婦とともに､産婆も随伴さ
せていた｡さらに､富山市社会課が1928年よ
り巡回産婆の施設を実施している1㌦
児童相談事業では､1924(大正13)年に愛国
婦人会富山支部が乳幼児童健康相談所を開設
しているユO
医療保護事業では1921(大正10)年2月､五
百石警察署が貧困者に対する施薬事業を開始
し､1922(大正11)年8月には日本赤十字社富
山支部が県下8郡にわたって巡回診療を実施
し､さらに､富山市社会事業協会が1926(大止
15)年4月より､また､富山市社会課が1928年
(昭和3)年 4月より､それぞれ巡回診療を行
っている｡
健康相談所では1924(大正13)年8月､富山
医師会健康相談所(Llが開設された他､1927年
29
10月､高岡簡易健康保険健康相談所が設置さ
社会教化事業では､前期 (救済事業期)にお
いてt,著しく発達したと述べたが､この時期
においても､様々な社会問題が噴出する中で､
思想善導を意図して県内各地に社会教化団体
が組織されており､仏教関係では1924(大正
13)年 6月､富山県仏教教化団体連盟が､
1928(昭和3)年7月富山県基督教教化連盟お
よび同年 8月､富山県神道教化連合会が結成
され､さらに､それら3団体を含む県下の45
の宗教教化団体か合併して1929(昭和4)年9
月､富山県教化団体連合会が組織されてい
るェ｡
融和事業では1926(大正15)年 4月､富山県
融和会が富山県庁社会課内に設置され､融和
事業を活発に展開している'J､｡
この時期の県ならびに市町村の行う公的な
社会事業については前述したが､前期同様､
とくに1918(大止7)年の米騒動を背景 とし
て､1919(大正8)年から､翌年にかけて､氷
見郡下の町村を中心に､細民救助基金などが
盛んに設置されている'L'jo
富山県内の社会事業期の特徴を挙げるとす
れば､まず､枚貧行政の近代化､公的社会事
業の台頭､方面委員制度の制定､救護法の実
施､防貧事業と児童保護事業および社会教化
事業の発展が顕著であり､こうして富山県内
に社会事業体制が成立している｡
5.厚生事業期 (昭和13年～同20年)の
動向
大正後半以降昭和戦前期にかけて､ようや
く社会事業が成立し､著しく発展するが､そ
れも束の間､1937年に日中戦争が勃発し､社
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会事業も戦争隊行のための厚生事業にかわっ
た｡
すなわち､政府は､1938年｢国家総動員法｣
を公布するとともに､｢厚生省｣を設置し､戦
争遂行のための ｢生産力増強の援護｣ と ｢人
的資源の保護 ･育成｣に力を注 ぐこと｣二なっ
た｡1937年の軍事扶助法と母子保護法の制定
をはじめとして､相次いで､厚生事業に係わ
る法律が制定されている｡
石川県内の厚生事業期の動向では まず､
1938(昭和13)年の富山県軍事援護相談所の⑲
の設立をはじめとして､応召及出征軍人なら
1.慈善救済の動向 (明治元年～28年)
ぴに遺家族の援護に関する軍人援護事業が著
L(進んだoまた､次代の兵員確保 と生産力
維持 ･増強を目的に季節託児所が､1938年､
354カ所､1940年､705カ所､1942年､1,224カ
所と著 しい増加を示している Ii｡以上のよう
に､富山県内では戦時体制強化の中で､社会
事業が戦争遂行のために動員され､戦時下厚
生事業が成立 している｡
注 文章中の○内番号は､年表の出典資料ナ
ンバーを示 しているO
慈 善 救 済
明治2年
(1869)
明治3年
(1870)
明治4年
(1871)
明治5年
(1872)
明治6年
(1873)
???
?
? ??? ??
? ?
?
?
?
?
?
?
富山藩に対し､無告の窮民､忠孝義烈の族を調査申告すべきを命ず②
射水郡放生津大火130戸焼失⑲
新川郡宮崎村大火170戸焼失⑲
西砺波郡太美山村火災32戸焼失⑲
中新川郡自荻村火災36戸焼失⑲
射水郡新湊町大火500戸焼失⑲
○この年､県下凶作となI)､困窮民に対し施粥⑲
中新川郡東水橋町火災70戸焼失⑲
和田川氾濫により洪水⑲
中新川郡上市町大火221戸焼失⑲
庄川出水によりEfl畑20町歩に被害⑲
黒部､早目の両川出水､El畑33町歩に被害⑲
庄川出水により流失家屋5戸､死者3名⑲
上新川郡東岩瀬町火災667戸焼失⑲
中新川郡滑川町火災36戸焼失⑲
庄川出水田畑40町歩に被害⑲
射水郡新湊町大火200戸焼失⑲
庄川出水田畑50町歩に被害⑲
庄川出水田畑80町歩に被害⑲
婦負郡八尾町大火160戸焼失⑲
婦負郡八尾町大火110戸焼失⑲
黒部川出水水門数万歩に被害⑲
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-1･撫川､常願寺川出水田地100町歩に被害⑲
西砺波郡戸出町火災46戸焼失⑲
常願寺川出水田畑100余町歩に被害⑲
庄川出水田地数十町に被害⑲
氷見郡薮田村火災48戸焼失⑲
中新川郡東水橋町火災86戸焼失⑲
高岡市大火､民家2,000戸､神社 1寺院23学校 1焼失⑲
下新川郡泊町大火110戸焼失⑲
○この年､コレラ大流行死者 1万5,6千人⑲
射水郡伏木町大火270戸焼失⑲
越中魚津の窮民騒動をなす②
越中海噛滑川町､東水橋町､乗出町中心に被害⑲
婦負郡八尾町火災70戸焼失⑲
東砺波郡中田町大火200戸焼失⑲
庄川出水､枚他金7000円下賜⑲
庄川出水､田畑数十町歩に被害⑲
中新川郡滑川町大火民家750戸､学校 1役場 1寺院2焼失⑳
氷見郡氷見町大火200戸焼失⑲
射水郡新湊町火災80戸焼失⑲
下新川郡三日市町35戸焼失⑲
氷見郡氷見町大火1,160戸焼失⑲
高岡町大火230戸焼失⑲
西砺波郡植生村大火120戸焼失⑲
下新J順弔宮崎村火災80戸焼失⑲
東砺波郡中田町大火100余FRJ焼失⑲
東砺波郡中田町大火210戸焼失⑲
神通川出水､浸水家屋1,530戸⑲
庄川出水､人家41戸流失､田地20余町歩に被害⑲
富山市火災並に水害､5,900余戸焼失､救他金2,500円下賜②
県下暴風雨⑲
○この年秋､痘癒大流行6千有余の患者⑲
射水郡放生津大火､民家200戸小学校 1焼失⑲
中新川郡西水橋大火280戸焼失⑲
県下コレラ大流行､患者16,000余人､うち10,700余人死亡⑲
西砺波郡佐加野火災62戸焼失⑲
中新川郡滑川町火災24戸焼失⑲
中新川郡滑川町火災41戸焼失⑲
富士大火､980戸焼失救他金1,000円下賜②
中新叶郡上市町大火117戸焼失⑲
射水郡伏木町大火400戸焼失⑲
下新川郡宮崎村火災90余戸焼失⑲
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県下腸チ7ス患者2,5O4人､うち死亡457人､痘痕患考5.224人､うち死亡1,145人⑳
西砺波邪淫洋食町火災21戸焼失⑩
下新川郡束水橋町火災80余戸焼失⑩
射水郡新湊町大火127ii焼失⑳
高岡市大火800戸焼失⑲
射水郡新湊町人火150j･-焼失⑲
上新川郡三日市村火災98ji焼失⑳
西砺波郡太美山村火災21i7A焼尖⑩
下新川郡内山村火災25戸焼失⑲
oこの年､チフス大流行､患者1,126人､うち妃亡281人⑳
上新川郡荒川村大火120戸焼失⑳
高岡市火災74戸焼失⑲
中新川郡滑)旧町火災22戸焼失⑲
神通川山水､1,400余戸1--水⑲
この頃､富山感化保護院設立②
東砺波郡中Hl町火災23f~.一焼失⑲
上新川郡上瀧町大火2007i焼失⑲
氷見郡宮田村火災8()戸焼失⑲
婦f'l郡Jt尾町大火302fi焼-)i⑩
神通川､肘 ‖川山水､川畑彼害甚大⑩
中細 冊 侶 ･.市田J大火800戸焼失⑲
県下各州 日出水､iJi･水5,540戸なと被害甚大⑳
県下鋸｡川 出水､浸水4,697戸など被害甚大⑲
Lい新川郡五Ej-ィ用†火災､尺家89戸神社 1焼失⑲
西砺波郡立野村大火130戸焼失⑩
L順 子川郡-lI-.百イ珊 火災81F7L焼失⑲
rE･,'山市火災4877'焼失⑲
高岡市火災民家74戸､小学校 1寺院2神社 1焼失⑩
氷見郡窪村火災58戸焼失⑩
富山県大水告､救皿金1,500円下賜②
県下各7RIJr山水､流山家屋30戸､浸水7,596戸､田地の流山1,476町歩なと､被害甚大⑲
氷見郡八代村火災57i･J焼失⑩
高閲市火災50戸焼失⑩
水害補助費として富山県67二け6,300余円支出決定②
上新川郡下夕村火災24F-･J焼失⑲
射水郡新湊町火災27戸焼失⑲
西砺波郡戸出田-1火災12fl焼失⑲
富ILJ市火災45戸.'焼失⑲
射水郡堀岡村火災50余7-,-焼失⑲
中新川郡東水橋町大火150戸焼失⑲
中新川郡西水橋町火災60余戸焼失⑲
常願寺川､神通川出水被害甚大⑲
富山市大火民家474戸､神社 1､学校 1焼失⑳
明治26年
(1893)
明 治 27年
(1894)
明治28年
(1895)
ll
5
8
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下新川郡生地町火災民家55戸､倉庫4､納屋15焼失⑲
中新川郡東水橋町大火322戸焼失⑲
富山市洪水411戸浸水⑲
富山県海噛､滑川町を中心に被害甚大⑲
下新川郡生地町大火100戸焼失⑲
○この年､仏教青年矯風会設立 再｣新川郡上修村)㊨
○この年､痘癒患者4,091人､死亡999人⑲
高岡市火災27戸焼失⑲
下新川郡内山村火災99戸焼失⑲
富山慈善会設立⑲
神通川出水､浸水2,600戸⑲
射水郡伏木町大火370戸焼失⑲
西砺波郡戸出町火災70戸焼失⑲
富山県海嘱､滑川町､四方町などで被害甚大⑲
○この年､県下赤痢大流行､患者3,005人､死亡921人⑲
神通川出水､浸水2,000余戸⑲
富山県下､貧困者続々北海道に移住②
婦負郡八尾町火災80余FH焼失⑲
富山市大火451戸焼失⑲
婦負郡八尾町火災62戸焼失⑳
下新川郡内山村火災29戸焼失⑲
富山県風水害甚し②
神通川､常願寺川､黒部川出水､家屋浸水など被害甚大⑲
富山県養児に関する取締規則を定む②
○この年､コレラ患者3,451人､死亡2,697人､赤痢患者1,953人､死亡730人⑲
3i
2.慈善事業期の動向 (明治29年～同39年)
慈 善 政 済
明治30年
(1897)
明治31年
(1898)
県下各河川出水､被害甚大⑲
県下水害②
県下風水害､救1血金500円下賜②
氷見郡字波村大火170戸焼失⑲
射水郡堀岡村大火128戸焼失⑲
下新川郡経田村大火161戸焼失⑲
富山県白米小売所を設けて廉売す②
○この年秋､浮塵子､媒虫などの被害により稲作50万石余の減収⑲
城端大火､470戸焼失､救1血金500円下賜②
東砺波郡井波町大火201戸焼失⑲
氷見郡氷見町大火180戸焼失⑲
○この年､富山の窮民､その致肋を叫ぶ②
○この年､富山県窮民救助を行 う､枚助方法 1､施粥 2､金品施与3､外Eg米輸入廉
売 4､出様奨励 5､北海道移住 6､鉄道兵営堤防等築造 7､地方米輸出禁止8､倹約
等②
明治33年
(1900)
明治34年
(1901)
明治35年
(1902)
明治36年
(1903)
明治37年
(1904)
明治38年
(1905)
明治39年
(1906)
清泉女学院短期大学研究紀要(第1li,3-1J
富山県慈恵救済資金設立①
乗杉教有等富山保護会設立(後に富山県義徳園と改称)(上新川郡堀川村)(釈放者保
護)⑲
仏教明徳会設立 (氷見郡布施村)㊨
下新川郡泊町火災24戸焼失⑳
罷災救助基金支出規則 (富山県令第41号)㊨
曜災政助基金救助出願心得 (富山県告示第110号)㊨
富山大火6,000戸焼失､放血金6,500円下賜②
庄川､神通川など各河川出水､被害甚大⑲
生地町津波の被害⑲
上新川郡福滞村火災50戸焼失⑲
中新川郡東水橋町火災50戸焼失⑲
婦負郡八尾町大火274戸焼失⑲
高岡大火､3,500余戸 (全市の半分)焼失､4,000円下賜②
東砺波郡出町大火210戸焼失⑲
東砺波郡城端町火災60戸焼失⑲
中新川郡白萩村火災77戸焼失⑲
○この年､伏木町町費救済事業設立 (射水郡)⑭
婦負郡細入村火災24戸焼失⑲
氷見郡女良村火災23戸焼失⑲
東砺波郡青島村大火119戸焼失⑳
西砺波郡石動町大火113戸焼失⑲
南般若矯風会設立 (東砺波郡南般若村)㊨
矯風会設立 (西砺波郡東五位村)㊨
四万育児院設立⑯
下新川郡経田村大火120戸焼失⑲
氷見郡女良村火災41戸焼失⑲
○この年､県下凶作となる⑲
下新川郡石川村大火136戸焼失⑲
高岡本江育児院設立 (高岡市)㊨
愛国婦人会富山支部設立 (富山県庁)⑲
協風会設立 (中新川郡柿滞村)㊨
氷見郡手渡村火災40戸焼失⑲
射水郡水戸田火災53戸焼失⑲
上新川郡新庄町火災31戸焼失⑲
下新川郡下野方村曜災救助積立金設立⑩
帝国軍人後援会富山支部設立 (富山県庁内)⑲
東砺波郡平村火災38戸焼失⑲
日本孤児教育社設立 (富山市)㊨
上新川郡東岩瀬町大火182戸焼失⑲
愛国婦人会富山授産場設立 (富山市)㊨
下新川郡小摺戸村凶作救肋基金設立⑭
矢上 .富ELJ県杜/l三事業年表一近代のあゆみ
3.救済事業の動向 (明治40年～大正 7年)
I:三三p. tT.L:.ロ
明治41年
(1908)
明治42年
(1909)
明治43年
(1910)
明治44年
(1911)
明治45年
(1912)
大止2年
(1913)
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政 済
深敬保育園設立 (上新川郡奥旧村)㊨
並木文右衛門富山訓盲院設立⑭
魚津授産場設立 (魚津町)㊨
修養一徳会設立 (中新川郡柿滞村)㊨
射水郡伏木町大火170戸焼失⑲
廃兵軍人遺家族救護資金設立①
中新川郡柿滞村政助基金設立⑭
探敬保育園感化郡､本県代用感化院に指定され樹徳学園とする㊧
感化法施行細則公布 (富山県令第16号)㊨
小作人奨励会設立 (中新川郡五百石町)㊨
氷見郡薮田村火災35戸焼失⑲
富山慈善会 (明治27年創立)財団法人の認可を得て､富山慈済院と改称⑲
立山村母の会設立 (中新)1郡五百石町)㊨
貯金会設立 (中新川郡早目加積村)㊨
氷見郡上瀧町火災40戸焼失⑲
東砺波郡北野村火災民家42戸､寺院 1､学校 1焼失⑲
県下各河川出水､被害甚大⑲
○この年､県代用感化院樹徳学園第2族舎増築㊨
片｢]組合互助部設立 (射水郡片口村)㊨
稲坂三吉魚津訓盲院設立 (大正 9年4月舟見訓盲院と改称)②
中新川郡音杉村救助基金設立⑭
射水郡横田村政肋基金設立⑭
仏生寺村衛生会設立 (氷見郡)㊨
婦負郡八尾町火災97戸焼失⑲
東砺波郡井波町窮民政済資金設立⑲
協益会設立 (中新)r周囲市津村)㊨
婦負郡鵜坂村貧民枚助基金設立⑭
上新川郡東岩瀬町大火103戸焼失⑲
黒河共同浴場設立 (射水郡黒川村)(彰
片口共同浴場設立 (射水郡片口村)①
片口共同理髪所設立 (射水郡片口村)①
婦負郡長岡村北代､羅災救護団設立⑭
明治天皇御大喪に際し､富山県10,800円下賜され､慈恵救済資金に充てる①
富山慈済院内務省より助成金250円交付される⑳
協栄会設立 (中新川郡柿滞村)㊨
東砺波郡般若村賑･l血資金設立⑲
婦徳会設立 (中新川郡早月加積村)㊨
高岡市火災30戸焼失⑲
富山市火災43戸焼失⑲
富山県曹洞宗.承済会設立②
婦負郡鵜坂村貧児学用品救助基金設立⑲
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大正 3年
(1914)
大正 4年
(1915)
大正 5年
(1916)
大正 6年
(1917)
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関町公道会設立 (高岡市)㊨
下新川郡下中島村隈災敗助積立金設立⑲
下新川郡魚津町貧児就学奨励金設立⑲
婦負郡四方町罷災救助資金設立⑲
野中島速青年報徳会設立 (下新川郡野中村)㊨
富山慈済院内務省より助成金150円交付される㊨
下新川郡境村雁災救助積立金設立⑲
庸瀬村貯金組合会設立 (西砺波郡)㊨
婦負郡八尾町貧困児奨学会設立⑲
昭憲皇太后の御大喪に､富山県6,700円下賜され慈恵救済資金に充てる①
下新川郡魚津町貧民救助基金設立⑲
私立高岡鋪灸接摩学院設立 (高岡市)⑲
高岡市連合公道会設立⑳
報徳学研究会設立 (中新川郡滑川町)㊨
富山慈済院内務省より助成金120円交付される㊨
婦負郡相原村貧児学用品給与基金設立⑲
婦負郡神明村貧困児奨学会設立⑲
桐谷公友会設立 (婦負郡卯花村)㊨
富山県大礼恩賜販価資金設立①
富山慈恵会設立 (富山市)⑲
下新川郡舟見町火災67戸焼失⑲
富山慈済院内務省より助成金130円交付される⑳
片口小作改良部設立 (射水郡片口村)㊨
下新川郡大布施村政･J血基金設立⑭
富山県正樹徳学園規則設立 (冨山県令第11号)⑲
富山県代用感化院樹徳学園､富山県立樹徳学園となる⑫
下新川郡舟見町救助基金設立⑭
新栄会設立 (中新川郡柿滞村)㊨
富山県立樹徳学園職員服務並園長葦程二富山県立学校職員職務規程準用万(訓令甲第
17号)⑲
婦負郡八尾町火災57戸焼失⑲
富1｣成徳会設立 (感化教育後援)⑲
東砺波郡出町窮民救済資金設立⑩
○この年､富山慈済院保育部設立⑮
勝友会設立 (下新川郡下立村)㊨
富山慈済院内務省より助成金200円交付される⑭
婦負郡四方町貧児奨学基金設立⑭
富山県立樹徳学園5名定員増20名とする⑯
慈善托鉢会設立 (免囚保護)(氷見郡氷見町信行寺)⑲
婦負郡卯花村慈善救済基金設立⑲
母の会設立 (中新川郡西水橋町)㊨
大森村母の会設立 (中新川郡)㊨
婦負郡熊野村貧児学用品政助基金設立⑭
中新川郡上市町貧困児童奨学資金設立⑲
軍事救護法施行細則 (富山県令第84号)⑲
大Er=7年
(1918)
!)こ上 富山県社会事業年よく-近代のあゆみ-
開郷会設立 (中新川郡東加積村1⑳
井目村人営勤倹貯金会設立 (東砺波郡〕⑳
富山慈済院内務省より助成金80円交付される@
婦負郡宮川村費民救助基金設立⑭
共栄会設立 (中新川郡柿滞村)㊨
東砺波郡城端町慈善会設立⑭
上新川郡救助基金設立 (東岩瀬町)⑲
婦負郡宮川村貧児奨学基金設立⑲
牒災救助基金管理規則 (富山県告示第158号)㊨
ニコ二コ修養会設立 (下新川郡前滞村)㊨
富山県済生会政療規程 (富山県告示第161号)①
中新川郡利田村貧困児童奨学資金設立⑭
西砺波郡西太実相村民互助救済会設立⑩
中新川郡滑川町救助基金設立⑩
積善会設立 (下新町郡魚津町)㊨
氷見郡十二町村細民救助基金設立⑭
2.社会事業の動向 (大正 8年～昭和12年)
社 会
上新川郡貧困者奨学基金設立 (東岩瀬町)⑭
氷見郡速川村細民救助基金設立⑭
氷見郡八代村細民救助基金設立⑲
氷見郡女良村細民救助基金設立⑲
氷見郡氷見町細民救助基金設立⑭
氷見郡窪村細民政肋基金設立⑲
氷見郡神代村細民政助基金設立⑭
氷見郡余川村細民政助基金設立⑲
氷見郡薮田村細民救助基金設立⑲
富山慈済院内務省より助成金50円交付される㊥
中堅会設立 (下新川郡上原村)㊨
氷見郡太田村細民救助基金設立⑯
氷見郡宮田村細民政助基金設立⑲
氷見郡悌生寺村細民政助基金設立⑲
氷見郡布勢村細民救助基金設立⑩
氷見郡加納村細民政助基金設立⑭
氷見郡熊無村細民政助基金設立⑯
氷見郡久目村細民政助基金設立⑭
氷見郡阿尾村細民政肋基金設立⑭
新庄町樹徳会設立 (上新川郡)㊨
島村積徳会設立 (上新川那)⑳
射水郡新湊町22戸焼失⑲
氷見郡上庄村細民政助基金設立⑭
氷見郡宇液相細民政助基金設立⑯
富山市立西部公設市場設立⑭
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貧民政助会設立 (中新川郡五百石町)㊨
東水橋町主婦会設立 (中新川那)㊨
婦女月次修養会設立 (東砺波郡柳瀬村)㊨
婦人矯風会設立 (富山市)㊨
高岡市立公設市場設立①
射水郡新湊町窮民救助基金設立⑲
東布施村貯金組合設立 (下新川郡)㊨
初穂貯蓄会設立 (下新川郡大布施村)㊨
山崎村自治振興共励会設立 (下新川郡)㊨
婦負郡八尾町貧児奨学基金設立⑲
新屋五カ年据置貯金会設立 (下新川郡新屋村)㊨
賭博根絶並に風儀改善会設立 (下新川郡丁立村)㊨
氷見郡碁石村細民政助基金設立⑭
氷見郡稲積村細民政助基金設立⑲
富山慈済院内務省より助成金50円交付される⑳
中新川郡白荻村貧困児童奨学資金設立⑲
下新川郡青木村貧民救助基金設立⑲
冨山市立東部公設市場設立⑭
富山県立樹徳学園､ 5名定員増し25名となる⑳
奨学会設立 (中新川郡利田村)㊨
五 日会設立 (婦負郡四方小学校)㊨
東砺波郡青島村火災24戸焼失⑲
徳風会館設立 (富山市)⑮
時間励行期成同盟会設立 (上新川郡月岡村)㊨
婦負郡保内村貧児奨学基金設立⑭
高岡商業会議所付属職業紹介所設立 (高岡市)⑲
下新川郡出漁団設立 (県外出漁者保護)①
下夕村南部開発財団 (上新川郡)㊨
工女講習会設立 (婦負郡八尾小学校)㊨
富山禁酒会設立 (富山市)㊨
○この年以来県下各警察署において人事相談部の設置あり①
滑川町報徳会設立 (中新川郡)㊨
富山慈済院宮内省より100円下賜される⑳
富山慈悲済院内務省より助成金300円交付される⑭
井口村第2入官勤倹貯金会設立 (東砺波郡)㊨
思想善導会設立 (氷見郡加納村)㊨
婦徳会設立 (西砺波郡高波村)㊨
富山県内務部社会課設立①
富山仏教会堂設立 (富山市)⑮
日蓮宗人事相談所設立 (富山市)⑲
富山警察署人事相談所設立 (富山市)⑲
大谷派本願寺人事相談所設立 (富山市)①
伏木町人事相談所設立 (伏木町役場)①
中新川郡五百石町施薬施療所設立⑭
小作奨励会設立 (中新川郡早日加積村)㊨
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千友会設立 (富山市)㊨
富山県社会事業協会設立 (大正15年3月､財団法人となる)①
主婦会設立 (下新川郡小摺戸村)㊨
小作奨励組合設立 (中新川郡利田村)㊨
高岡市簡易食堂設立①
共同貯金会設立 (下新川郡下立村)㊨
工女講習会設立 (婦負郡野積小学校内)㊨
西中野市営住宅設立 (富山市)①
裁縫講習会設立 (婦負郡山E田村)㊨
川合田定龍寺矯正会 (西砺波郡石黒村)㊨
富山慈済院宮内省より400円下賜される㊨
富山慈済院内務省より助成金300円交付される⑳
大坪町住宅設立 (高岡市)①
婦負郡八尾町火災35戸焼失⑲
東砺波郡中野村中野出稼組合設立①
富山児童愛護協会設立 (富山市)㊨
愛宕市営住宅設立 (富山市)G)
諏訪川原市営住宅 (甲種)設立 (富山市)①
富山第-住宅組合設立許可される①
高岡第一住宅組合設立許可される①
富山市職業紹介所設立①
諏訪川原市営住宅 (乙種)設立 (富山市)①
富山第2住宅組合設立許可される①
･｣､作奨励会設立 (中新川郡西水橋町)㊨
小作人奨励会設立 (中新川郡舟橋村)㊨
宝塚町住宅設立 (高岡市)①
射水郡小杉町火災20戸焼失⑲
富山市簡易食堂設立①
富山共済住宅組合設立許可される①
富山共保住宅組合設立許可される①
富山文化住宅組合設立許可される①
高岡第二住宅組合設立許可される①
高岡協友会住宅組合設立許可される①
二葉園 (季節託児所)設立 (下新川郡下立村)㊨
老田村常人寺託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
老田村常福寺託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
四方保育所 (常設)設立 (婦負郡四方町)㊨
富山市婦女会 ミシン講習会 (授産)開講⑲
高岡市方面調査委員設置①
城端町立託児所 (常設)(東砺波郡)①
慈光人事相談所設立 (富山市)①
下新川郡魚津町火災26戸焼失⑲
射水郡伏木町火災51戸焼失⑲
富山県仏教教化団体連盟設立 (社会教化事業)(丑
富山医師会健康相談所設立⑲
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下新川郡生地町火災40戸焼失⑲
富山県内務郡社会課廃止①
○この年より愛国婦人会富山支部において児童健康相談所開設①
私立富山託児所 (常設)設立①
八尾町婦女会託児所 (常設)設立 (婦負郡)㊨
富山市第一数貝住宅組合設立許可される①
富山第七住宅組合設立許可される①
高岡郵親住宅組合設立許可される①
北般若託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
下新川郡泊町火災44戸焼失⑲
稲荷市営住宅設立 (富山市外稲荷村)①
富山模範住宅組合設立許可される①
清水市営住宅設立 (富山市)①
五福市営住宅設立 (富山市)①
牛島市営住宅設立 (富山市)①
東砺波郡井波町大火276戸焼失⑲
上新川郡大洋野村火災26戸焼失⑲
白銀後町住宅設立 (高岡市)(丑
井波町上新町住宅組合設立許可される①
井波町中新町第-住宅組合設立許可される①
沖波町中新町第二住宅組合設立許可される①
井波町中新町第三住宅組合設立許可される①
井波町中新町第四住宅組合設立許可される①
井波町下新町第-住宅組合設立許可される①
井波町下新町第二住宅組合設立許可される①
井波町下新町第三住宅組合設立許可される①
井波町山見住宅組合設立許可される①
富山簡易保険健康相談所設立 (富山市)⑮
伏木町第-託児所設立 (常設)(射水部)①
富山県融和会設立 (県庁社会課内)①
慈光保育園設立 (常設)(東砺波郡東山見村)㊨
上新川郡新庄町火災71戸焼失⑲
伏木町職業紹介所設立 (射水郡)①
大運野村婦女会託児所 (季節)(上新川郡)㊨
富山県巡回診療開始①
雁災救助基金救助取扱規程 (富山県訓令甲第91号)㊨
富山県学務部新設とともに､社会課再設置①
私立樽谷託児所 (季節)設立 (富山市)⑲
月岡村得法寺託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
富山健康保険署設立 (富山県庁内)⑮
富山県の協賛を得て､魚津､滑川､新湊､伏木､氷見町に方面委員設置①
労働合宿所 (鮮人労働者無料宿泊所)設立⑲
富山市社会事業協会設立⑲
富山市第2教員住宅組合設立許可される①
富山甲子住宅組合設立許可される①
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一五住宅組合設立許吋される①
高岡高親住宅組合設立許可される①
滑川町住宅組合設立許可される①
大正天皇御大喪に､富山県10,300円下賜され､慈恵救済資金に充てる①
富山市方面委員設置①
三日市農民工芸組合設立 (授産事業)①
富山市方面委員執務規程 (富山市達第3号)①
富山市立愛宕託児所 (常設)設立①
東砺波郡柳瀬村奉仕浴場設立⑮
富山市組曲輪校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市愛宕校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市西田地方校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市星井町校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市五番町校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市清水町校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市柳町校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市八人町校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市樽谷校下区域方面委員事務所設立⑲
富山市呉羽校下区域方面委員事務所設立⑲
富山県方面委員設置①
富山県何々市町村方面助成金準則 (富山県訓令甲第21号)①
高岡市職業紹介所設立①
月岡村妙伝寺託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
高岡市営質舗設立①
魚津町公益質屋設立①
奥田託児所 (季節)設立 (富山市)㊨
高岡市方面調査常務員底務内規①
伏木町方面助成会設立㊧
方面委員戸籍並寄留事務取扱二関シ手数料又-郵送料免除ノ件 (社第659号)富山県
内務部長､富山県学務部長通牒市町村長宛)㊨
富山県公益質屋法施行細則 (富山県令第59号)㊨
公益質屋法第3条ノ規定二依ル国庫補助申請手続 (富山県告示第370号)㊨
富山県社会事業補助奨励規程 (富山県告示第434号)①
吉城住宅組合設立許可される①
秩父住宅組合設立許可される①
高岡簡易保険健康相談所設立 (高岡市)⑮
下関住宅設立 (高岡市)(丑
富山市橋北第-住宅組合設立許可される①
富山警察署管内女工保護組合支部設立 (富山市社会課内)㊨
○この年､･l血政規則による救護者2名①
○この年､7月現在､県下265市町村のうち､産婆未設置町村104カ村①
○この年より県は公設産婆設置奨励費計上する①
○この年､愛国婦人会富山支部､託児所保母養成講習会開催⑮
高岡警親住宅組合設立許可される①
新湊町方面助成会設立 (射水部)㊨
昭和4年
(1929)
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富山市立清水託児所 (常設)設立①
富山市社会課巡回産婆設置⑲
富山市社会課巡回診療実施⑲
富山市安野屋校下区域方面委員事務所設立⑳
上修村農繁期託児所設立 (中新川郡)㊨
英遠託児所 (季節)設立 (氷見郡窪村)㊨
大谷会館設立 (富山市)⑮
民衆会館設立 (無料休憩所､簡易宿泊所)(富山市)⑱
黒川村託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
吉江村託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
富山県基督教教化連盟設立 (社会教化事業)①
滑川町方両委員助成会設立 (中新川郡)㊨
富山市第三教員住宅組合設立許可される①
高岡第五住宅組合設立許可される①
高岡向｣∴会住宅組合設立許可される①
高岡一枝住宅組合設立許可される①
滑川町聖徳住宅組合設立許可される①
氷見町公益質屋設立①
富山県神道教化連合会設立 し社会教化事業)①
富山県女工保護組合連合会設立Q)
昭和天皇の御大礼に際し､富山県に13,300Ll｢F賜され､大礼恩賜販価資金に充てる①
○この年､富山慈済院内務省奨励金300円交付される①
○この年､県内の1血救規則による赦護者4名①
○この年より､日本赤十字社富山支部夏季児童保養所開設①
○この年､県下に季節託児所23カ所開設⑮
○この年､公益質屋法第3条ノ規程二依ル国庫補助申請手続改止 (富山県告示第144
号)㊨
冨山成徳会授産場建設につき､慶福会助成金2,000円交付される｡①
伏木町婦女会第2託児所新築につき､慶福会助成金1,000円交付される①
南上校下婦女会託児所 (季節)設立 (氷見郡氷見町)㊨
富山県､社会事業功労者表彰規程設立 (富山県告示第78号)①
二塚村託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
富山成徳会､会館を建設し職業教育のため洋服裁縫業を開始する⑲
西源寺託児所 (季節)設立 (上新川郡大庄村)㊨
寒江村託児所 (季節)設立 (婦負那)㊨
三日市託児所 (常設)設立 (下新川郡三日市町)①
富山共同住宅組合設立許可される①
高岡昭親住宅組合設立許可される①
電友会住宅組合設立許可される(杏
共栄住宅組合設立許可される①
水橋住宅組合設立許可される①
小杉町住宅組合設立許可される①
富山県仏教教化団体連盟､富山県基督教教化連盟並に富山県神道教化連合会を併せて
富山県教化団体連合会設立①
井目村託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
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立山住宅組合設立許可される①
私立呉羽託児所 (季節)設立 (富山市)㊨
伏木町第2託児所 (常設)設立 (射水郡)①
○この年､内務省より富Ll慈済院に奨励金300円､富山成徳会に100円交付される①
○この年､県内の,[血救規則による救護者 2名①
○この年､県下の季節託児所26カ所開設⑯
私立富山託児所建設につき､慶福会助成金500円交付される①
富山市呉羽校下方面事業肋成会設立㊧
今町校下婦女会託児所 (季節)設立 (氷見郡氷見町)㊨
14日､B]民融和 日実施①
富山市清水町校下方面事業肋成会設立⑳
泊託児所 (常設)設立 (下新川郡)①
富山市五番町校下方面事業肋成金設立㊧
第4回乳幼児愛護デー実施①
私立富山保育園 (常設)設立 (富山市)㊨
高瀬村保育園 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
高岡市連合婦女会第1託児所 (季節)設立⑳
高岡市連合婦女会第2託児所 (季節)設立⑳
魚津町職業紹介所設立①
3日より6日まで､富山県､富山県教化団体連合会および中央融和事業協会と共同主
催で､社会教化事業講習会開催⑬
堤町市場設立 (富山市)㊨
射水郡新湊町大火545戸焼失⑲
富山県融和会､国民融和講演会並映画会開催①
日枝会館設立 (富山市)㊨
富山県融和会､国民融和講演会並懇談会県下14カ町村において開催㊨
新湊町第 1住宅組合設立許可される①
新湊町第2住宅組合設立許吋される①
新湊町第3住宅組合設立許可される①
新湊町第4住宅組合設立許可される①
新湊町第5住宅組合設立許可される①
新湊町第6住宅組合設立許可される①
新湊町第7住宅組合設立許可される①
新湊町第8住宅組合設立許可される①
新湊町第9住宅組合設立許可される'0
新湊町第10住宅組合設立許可される①
新i奏町第11住宅組合設立許可される①
新湊町第12住宅組合設立許可される①
新湊町第13住宅組合設立許可される①
新湊町第14住宅組合設立許可される①
新湊町第15住宅組合設立許可される①
新湊町第16住宅組合設立許可される①
新湊町第17住宅組合設立許可される①
○この年､内務省より富山慈済院に奨励金300円､富山成徳会に100円､伏木町婦女会
に100円交付される①
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oこの年､行旅病人13件射 手旅死亡人4作枚護､その費用198円99銭①
○この年､県下精神病者709名､うち強制監置を受ける許103名で､強制監置の費目の
負担に[=えない者7名で､その費用1,422円91銭｡①
○この年5月､現在産婆未設置町村82カ所①
○この年､県下に季節託児所46カ所開設⑰
保内村職業紹介所設立 (婦負郡)①
氷見町方面委員助成会設立 (氷見郡)㊨
三 日市託児所増築につき､慶福会より助成金500円交付される①
泊町託児所建設につき､慶福会より肋成金500円交付される①
富山県融和会､国fC融和講演会並映画会開催①
上伊勢校下婦女会託児所 (季節)設立 (氷見郡氷見町)㊨
14日､富山県融和会､富山県及び富山県教化団体連合会と共同して国1鯛虫和 H実施⑳
高岡市方面委員規程設置 (大正12年6月､高岡市方面調査委員規程及昭和 2年 7月､
高岡市方面調査常務員底務内規は昭和6年 3月31Fi限り廃｣1二す)①
光厳寺会館設立 (冨山市)㊨
聖徳保育園 (常設)設立 (東砺波郡作波町)㊨
冨LIJ県融和会第6LuJ総会並役員会開催⑳
昭和保育し封 (季節)設立 (東砺波郡北般岩村)⑳
柳瀬村託児所 (季節)設立 (東秋波郡)㊨
冨山市火災民家48戸､｣二場 4焼失⑲
富山県融和会6日から7拙二かけて､県 卜9会場で融和問題講演会開催㊥
昭和住宅組合設立 (冨11市)㊨
立止会館設立 (富山市)㊨
10E]-1ZE]､北信五県感化教育研究会冨山市て開催⑮
小杉町託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
富山県融和会､10月から11月にかけて県下 8会場で国尺融和講演会並映写会開催㊨
富山県融和会､9名に対し産業奨励助成金交付㊨
第二教員住宅組合設立 (冨山市)㊨
高岡市方面委員を県′勘二移管⑳
救護法施行細則 (富山県令第76号)㊨
○この年､県下に季節託児所36カ所開設⑮
14Fi､富山県融和会､富山県及び富山県教化囲体連合会と共同し､li]上t融和 ‖運動実
施 し､3月9日から同14日まで､県下7会場で融和事業に関する講演会並に懇談会開
催⑰
富山県融和会､県下2会場で婦人文化講習会開催㊥
羽入託児所 (季節)設立 (下新川郡山崎村)㊨
富山県融和会第 7Lg総会並懇談会開催㊥
射水郡守11村火災67戸焼失⑲
射水郡二上村大火205戸焼失⑲
救護法二依ル救護施設 (富山県告示第318号)⑳･
守山託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
富山県診療規程 (富山県告示第519号)㊨
恩賜財団済生会政療規程 (富山県告示第520号)㊨
○この年､県下に季節託児所34カ所開設⑪
○この年､富山成徳会県下9カ所で感化教育に関する講演並に映画会開催⑳
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富山県立樹徳学園､土師 rl君に演黒崎村に移転し､5名定員増L､30名となる⑳
Lfl畑託児所 (季節)設立 (上新川郡大慎EI村)㊨
LlJ庄村農繁期託児所設立 仲 新川郡)㊨
明育園託児所 (季節)
作造村託児所 (季節)
窪託児所 (季節)設立
加納村託児所 (季節)
庄下村保育園 (季節)
水島村保育園 (季節)
設立 (下新川郡横山村)㊨
設立 (射水部)㊨
(氷見郡窪村)㊨
設立 (氷見郡)㊨
設立 (東砺波郡)㊨
設立 (西砺波郡)㊨
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恩賜財団済生会治療費請求二関スル件依命通牒(富山県学務部長通牒､市町村長､医
師､歯科医師､日赤富山病院､薬剤師､助産婦宛)㊨
救護委員手当支給二関スル件 (社第869号)､県学務部長喋､市町村長宛)㊨
児童虐待防止法施行規則 (富山県令第23号)㊨
児童虐待防止法施行二関スル件依命通牒 (社第1105号､県学務部長､県警察部長通
牒､市町村長､警察署長､小学校長､方面委員宛)㊨
喜島保育[*J (季節)設立 (西砺波郡吉江村)㊨
本江村託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
○この年､県下に季節託児所41カ所開設⑪
中野村託児所 (季節)設立 (東砺波郡)
林村託児所 (季節)設立 (西砺波郡)
?
薮波村保育園 (季節)設立 (西秋波郡)
浅井村第一託児所 (季節)設立
浅井村第二託児所 (季節)設立
浅井村第三託児所 (季節)設立
?? ???
‥ ?? ? 〓‥ ? 〓???????
生地町保育園 (常設)設立 (下新川郡)㊨
大島村第一託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
大島村第二託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
二日村託児所第-支所 (季節)設立 (射水部)㊨
二日村託児所第二支所 (季節)設立 (射水郡)㊨
二日村託児所第三支所 (季節)設立 (射水部)㊨
中田保育園 (常設)設立 (東砺波郡中田町)㊨
少年教護法施行細則 (富山県令第34号)㊨
少年教護法施行二関スル件依命通牒(富山県学務部長､富山県警察部長通牒､市町村
長､警察署長､小学校長宛)㊨
○この年､村椿村託児所 (季節)設立 (下新川郡)㊨
○この年､県下に季節託児所37カ所開設⑪
恩賜財団富山病院規程 (富山県告示第166号)㊨
下新川郡生地町大火236戸焼失⑲
富山市方面委員を県営に移管⑳
上田託児所 (季節)設立 し下新川郡入善町)㊨
下麻生託児所 (季節)設立 (東砺波郡中田町)㊨
津梁託児所 (季節)設立 (西砺波郡若林村)㊨
代用精神病院二関スル精神病院法施行細則 (富山県令第33号)㊨
代用精神病院指定 (告示第339号)㊨
下村託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
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清泉女学院矩期大学研究紀要(節ll[,ナl
中新川郡音杉村火災70戸焼失⑩
○この年､県下に季節託児所41カ所開設⑪
光譜寺託児所 (季節)設立 (東砺波郡北般若村)㊨
慈光託児所 (季節)設立 (東砺波郡野尻村)㊨
太田村託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
願性保育園 (季節)設立 (西砺波郡是戸村)㊨
富山成徳会､授産場を新築し､西洋洗濯部設置⑲
囲吉村託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
○この年､県下に季節託児所52カ所開設⑪
富山県方面委員規程 (富山県令第 1号)㊨
当番方面常務委員富山県連合会規程 (告示第16号)㊨
富山県方面委員執務心得 (訓令甲第5号)㊨
富山県方面委員詮衡委員会規程 (告示第11号)㊨
富山県方面事業委員会規程 (告示第12号)㊨
救護法施行令第4条に依る枚護委員は富山県方面委員を以て充当の件 (県令第2号)
㊨
方面委員令施行二関スル件依命通牒 (社第110号学務部長通牒市町村宛)㊨
昭和12年 1月告諭第 1弓･二関スル件通牒(社第48等L学務部長通牒市町村長､方面委員
宛)㊨
方面委員会準則 (告示第14号)㊨
郡市方面委員連合会準則 (告示第15号)㊨
稲荷保育園 (常設)設立 (富山市)㊨
魚津保育園 (常設)設立⑳
宇奈月保育園 (常設)設立 (下新川郡内山村)㊨
明浄託児所 (季節)設立 (東砺波郡野尻村)㊨
善明託児所 (季節)設立 (上新川郡大庄村)㊨
三密託rJa所 (季節)設立 (上新川郡福澤村)㊨
月岡村開発託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
南加積農繁期託児所設立 (中新川郡南加積小学校)㊨
南加積農繁期託児所設立 (中新川郡野開発園等)㊨
研山村託児所 (季節)設立 (下新川郡)㊨
境村農繁期託児所設立 (下新川郡)㊨
ネ1-田保育園 (季節)設立 (下新川郡石川村)㊨
蛇田保育園 (季節)設立 日∵新川郡西布施村)㊨
西布施村託児所 (季節)設立 (下新川郡)㊨
保内保育園 (季節)設立 (婦負郡保内村)㊨
百塚村託児所 (季節)設立 (婦負郡)㊨
板倉託児所 (季節)設立 (婦負郡速星村)㊨
笹倉託児所 (季節)設立 (婦負郡速星村)㊨
窪村園託児所 (季節)設立 (氷見郡窪村)㊨
阿尾託児所 (季節)設立 (氷見郡加納村)㊨
小久米託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)㊨
日名田託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)㊨
早惜託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)㊨
田江託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)㊨
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小窪託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)
床鍋託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)
三尾託児所 (季節)設立 (氷見郡速川村)
島尾託児所 (季節)設立 (氷見郡官田村)
????
太田村託児所 (季節)設立 (氷見郡)㊨
山田啓発保育園 (季節)設立 (東砺波郡山旧村)㊨
青島村託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
山野村保育園 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
醍醐村婦女会託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
善行寺託児所 (季節)設立 (西砺波郡醍醐村)㊨
角門託児所 (季節)設立 (婦負郡卯花村)㊨
草島村託児所草島支部 (季節)設立 (婦負郡)㊨
章島村託児所金山新支部 (季節)設立 (婦負郡)㊨
片口村中部託児所 (季節)設立 (射水部)㊨
片目村北部託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
片口村南部託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
水戸田村託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
高岡市連合婦女会第三託児所 (季節)設立⑳
救護法施行細則改正 (富山県令第35号)㊨
○この年､県下に季節託児所244カ所開設⑪
5.厚生事菓 (昭和13年-20年)
慈 並 救 済
昭和14年
(1939)
母子保護法施行細則 (富山県令第1号)㊨
福光方面委員会開催⑰
富山県社会事業協会､愛国婦人会､富1｣県共同主催による保育事業講習会､3日から
6日まで､富山市と高岡市で開催⑰
社会事業法施行細則 (富山県令第43号)㊨
氷見郡氷見町大火1,543戸焼失⑲
○この年､満蒙開拓青少年義勇軍募集⑳
○この年､農繁期中の児童の不慮の事故48件 (うち溺死35件)㊨
○この年､県下に季節託児所354カ所開設⑪
2月末より6月末まで､富山県下の常設託児所の託児健康診断及び母の会か実施さ
れ､多数の貧困虚弱児を発見㊧
富山県社会課 『季節託児所開設の手引』発行⑳
枚護法施行細則改正 (富山県令第41号)㊨
田子保護法施行細則改正 (富山県令第42号)㊨
○この年の夏､県下全市町村に方面委員設置完了⑳
○この年､瑞龍寺内私設託児所 (季節)設立 (高岡市)㊨
○この年､熊野村託託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
○この年､山室保育園 (季節)設立 (上新川郡)㊨
○この年､腐河村富屠託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
○この年､潰黒崎村~r照寺託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
○この年､潰黒崎村賓蔵寺託児所 (季節)設立 (｣二新川郡)㊨
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〇二の牛､二律屋託児所 し季節) 設立 (上新川那fl岡村)㊨
○この年､新保村第一託児所 (季節)設立 (上新川郡)㊨
〇二の牢､釜ケ淵村婦女会託児所 (季節)設立 (中新川郡)㊨
○この年､舟橋村託児所 (季節)設立 (中新川郡)㊨
○この年､季節福tfl託児所設立 (中新川郡上段村)㊨
○この年､季節日中託児所設立 (中新川郡上段村)㊨
oこの年､季節野滞託児所設立 (中新川郡上f射寸)㊨
○この年､知恩託児所 (季節)設立 (中新川郡中加積村)㊨
○この年､岩峨寺校下託児所 (季節)設立 (中新川郡立山村)㊨
oこの年､寺田村季節託児所設立 (中新Jl郡)㊨
○この年､Fl･中村託Jif,JIr(季節)設立 日丁新川郡)㊨
○この年､大家Ti三村託児所 (季節)設立 (下新川郡)㊨
○この年､青島託児所 (季節)設立 (下新川郡入善町)㊨
○この年､境村大平農繁期託児所設立 (下新Jl】郡)㊨
○この年､宮川村託児所 (季節)設立 (婦負郡)㊨
○この年､杉原村杉田託児所 (季節)設立 (婦負郡)㊨
○この年､杉原村神通託児所 (季節)設立 (婦負郡)㊨
○この年､杉T/5'l村寺家託児所 (季節)設立 (婦負郡)⑬
○この年､欄以村黒乱託児所 (季節)設立 (婦負郡)顔)
○この年､小井波託児所 (季節)設立 (婦負郡卯花村)㊨
〇二の午､掛畑託児所 (季節)設立 (婦負卯花村)㊨
Llこの午､下笹原託児所 (季節)設立 (婦負郡卯花村)
Cこの年､大汗村西養寺託児所 (季節)設立 (射水部)
○この年､大江村薄久寺託児所 (季節)設立 (射水部)
???
○この年､大島利第三託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
oこの年､能町桔託児所 (季節)設立 (射水郡)⑪
oこの年､簡tiH､l第一託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
･〇二の年､榊旧村第二託児所 (季節)設立 (射水郡)㊨
oこの年､老El村二俣託児所 し季節)設_I:/-_(射水部)㊨
○この年､脇託児所 (季節)設立 (氷見郡女良村)㊨
○この年､中波託児所 し季節)設立 (氷見郡女良材)㊨
○この年､中M託児所 (季節)設立 (氷見郡女良村)㊨
○この年､布勢村季節託児所設立 (氷見郡)㊨
○この年､角間校下婦女会託児所 (季節)設立 (氷見郡/し代村1㊨
○この年､第-託児所 (季節).ijLIilI(東砺波郡東野尻村)⑪ ･
○この年､第二託児所 (季節)設立 (東砺波郡東野尻村)㊨
○この年､増山託児所 (季節)設立 (東砺波郡栴檀野村)㊨
○この年､平村下梨託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
○この年､平村大島託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
○この年､平村篭渡託児所 (季節)設立 (東砺波郡)㊨
〇二の牢､中tfH呆育園内季節部託児所設立 (東砺波郡中田町)㊨
○この年､樹心会託児部 (季節)設立 (東砺波郡北山川村)㊨
○この年､雄神託児所 (季節)設立 (東砺波郡雄神村)㊨
○この年､南般若託児所 (季節)設立 (東砺波郡南般若村)㊨
○この年､山土村託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
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○この年､西五位託児所 (季節)設立 (西砺波郡西五位村)㊨
○この年､赤丸村託児所 (季節)設立 (西砺波郡〕⑪
○この年､赤丸村鞍馬寺託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
○この年､臥諸託児所 (季節)設立 (西砺波郡東大実相)㊨
○この年､大瀧村第-託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
○この年､大瀧村第二託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
○この年､石堤村託児所 (季節)設立 (西砺波郡)㊨
○この年､県下に季節託児所402カ所開設⑪
辛苦地軍人遺家族二村スル軍事扶肋二関スル件 (富山県学務部長通牒)③
戦没軍人子弟ノ職業指導二関スル件 (富山県学務部長通牒)③
傷嬢軍人介護用具支給二関スル件 (富山県学務部長通牒)③
生業資金貸付二関スル件 (軍事援護会富山県支部長通牒)③
昭和15年度社会事業資金借入申込二関スル件 (富山県学務部長通牒)④
軍事扶助 ノ徹底二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑤
国民精神総動員中国民週間実施二関スル件 (富山県融和会長通牒)④
協和事業拡充二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑤
昭和14年度銃後奉公全事業費助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑤
済生会地方開業医委託出動軍人遺家族治療費限度引上二関スル件(富山県学務部長通
煤)⑥
昭和15年度地方改善施設費補助申請二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑥
孟蘭盆二際シ戦没軍人ノ遺族二見舞金贈与二関シ貧困者戸数調査方 ノ件(軍事援護会
富山県支部長通牒)㊨
召集解除者ノ援護二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑥
失明傷横軍人二対スル洗眼器具配給二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
盲唖福祉事業協会設立二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
農繁期季節託児所設置奨励二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
軍人ノ遺家族援護二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
射水郡方面委員連合会総会開催⑦
2日より8Hまで､富山県並に富山県社会事業協会主催により児童愛護週間実施⑦
戦没者遺児ノ中等学校､高等小学校育英助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
戦没者遺族ノ授職補導事業助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑦
傷横軍人保護台帳用紙送付ノ件 (富山県学務部長通牒)⑦
宇奈月温泉療養所開所 (傷嬢軍人の入所治療)⑧
当番方面常務委員会開催⑧
市町村銃後奉公全事業助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑧
軍人遺家族中小商工業者生業援護助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑧
軍人遺家族ノ役馬借入助成二間スル件 (富山県学務部長通牒)⑧
軍人遺家族ノ農繁期傭人料助成二関スル件 ((富山県学務部長通牒)⑧
浮浪精神病者保護収容所設立 (冨山市)㊨
軍事援護実務指導実施二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑨
軍事援護事業ノ沿革二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑨
軍人遺家族自給肥料造成設備費助成二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑨
富山県融和促進運動奨励要綱⑨
帰郷後死没セル軍人軍属ノ援護二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑲
軍人遺家族弔慰間二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑲
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Ff人ノ遺績並功労者推薦二間スル件 (冨山県学務部長通牒)⑲
地代家賃統制令運用二関スル疑義 パ′‡二(富山県学務部長､警察部長通牒)⑪
収穫期栄養食共同炊事奨励 ノ件 (富山県学務部長通牒)⑲
精神病者二対スル救護法二依ル救護二間シ疑義 ノ件 (富山県学務部長通牒)⑲
傷疾軍人武蔵療養所事業開始二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑪
召集解除者生業援護二間スル件 (富山県学務部長通牒)⑪
帰還軍人二対スル統制物資配給二間スル件 (富山県学務部長､総務部長通牒)⑪
El立結核療養所天龍荘事業開始二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑪
傷横軍人箱根療養所入所二関7,ル件 (富山県学務部長通牒)⑪
農繁期季節託児所･ニ対スル協力援助二関スル件依命通牒 (富山県学務部長､総務部
長､経済部長)⑪
農繁期季節託児所開所届及状況報告書提出二関スル件 (富山県学務郡長通牒)⑫
傷横軍人子弟中等学校育英費助成ノ件 (富山県学務部長通牒)⑫
方面委員任期満了改選任二依ル候補者上申二関スル件 (富山県学務部長依命通牒)⑲
部落会町内会等整備拡充要領 (富山県訓令)⑫
部落会町内会等整備拡充二関スル件(富山県総務部長､学務部長､経済部長､警察部
長通牒)⑲
軍事援護協議会二関スル件 (富山県学務部長通牒)⑫
軍人遺家族用共同作業設備費助成二関スル件 (富山県学務部品虚牒トlij)
地代家賃統制令施行細則 (富山県令)⑲
地代家賃統制二関スル件依命通牒 (富1｣県学務部長､総務部長)⑲
方面委jLi制度 卜部落会､町内会等 トノ関係二間スル件依命通牒(冨Il川7<学務部長､総
務部長)⑬
○この年､県下に季節託児所705カ所開設⑪
富山､魚津､高岡､出町の各職業紹介所を国尺職業指導所と改称(冨山県学務部長通
煤)㊨
県内強風のため､住家全壊15lH､半壊81戸などの被告⑮
県立富山県古月旦保養院付属看護婦養成所開設⑱
射水郡新湊町大火550i･A焼失､曜災者2,500余名⑲
富山市方面委員連合会総会開催⑬
巡L射旨導婦および富山市母性補導委員か参集して､母性乳幼児体力増進協議会開催
(富山市役所)㊨
富山市母性補導委員会創立⑬
富山市､母性および乳幼児の保護対策として､新たに市内の開業産婆76名に巡回指導
婦を委嘱⑲
清水託児所改築落成 (富山市)⑲
新庄校下婦女会による新庄乳幼児保健館設立⑲
冨山市立纏曲輪国民小学校に虚弱児童の養.獲施設とLて､外気学園設立⑲
冨山市､結核の予防撲滅､乳幼児並に母性保護､r7i民の体力向上などを目的に厚生委
員会発足⑬
冨山市国民学校の初等科 4､5､6学年の身体虚弱児衆のため､市設児童臨海保養所
開設⑬
富山県､保健婦施行細則制定⑮
富山県､医療保護法施行細則制定⑮
富山県軍事援護相談所支所処務規程制定⑱
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岩瀬託児所設二､1r_(富山市)㊨
富山県学務部長､帰郷軍人の生業援護事業の徹底を市長村長･市町村銃後奉公会長に
通牒⑮
○この年､県下に季節託児所940カ所開設⑪
大征子に入植⑮
富山市社会事業協会､ 1月 1日以降の市内に本籍のある市内に居住する出生児に対
し､出産祝として50銭預入の郵便貯金通牒を贈呈⑬
冨山市社会事業協会､結婚相談所を開設⑲
富山市方面委員連合会､法律相談所を開設⑬
1日から8日まで､富山市､富山市医師会など各種団体と協力して､健民運動を行う
外､富山市医師会館に無料診療所開設⑲
冨山市立保健診療所設立⑬
富山市針原校下区域教護教化実施地に指定される⑲
富山県厚生協会､大Fl本婦人会富山県支部および北日本新聞社後援のもとに｢母と子
の厚生展覧会｣開催⑲
○この年､県下に季節託児所1,224カ所開設⑪
県学務部 ･総務部両郡長､軍人擁護を強化徹底するよう市長村長に依命通牒⑮
満蒙開拓青年訓練講習会 (県 ･射水郡 ･高岡市主催)か伏木町勝輿寺で開催⑮
富1｣市戦時生活相談所開設⑬
9日から12日まて富山市内26校1､て ､富山市銃後奉公会､出征軍人家族修養懇談会開
催⑬
冨L桐i青年団､軍人遺家族慰安会開催⑬
結核予防会富山県支部療養所か県立冨山古里保養院に併設される⑮
盲目｣市立産院開所⑲
富山県､妊産婦の保護について市町村長 ･地方事務所長などに通牒⑮
大阪鉱山監督局長か三拝金属神岡鉱業所の鉱毒汚染の被害検査のため来県⑮
富山市各校下に女-fjJA面委員25名を新たに委嘱⑬
富山市方面委員21名補充増員⑬
富山県､戦時災害保護法施行細則制定⑮
富山県､軍事援護強化運動実施⑮
富山県内政部長､健兵健民対策として国民健康保健組合普及促進連動実施について地
方事務所長 ･市町村長に通牒⑮
○この年､県下に季節託児所1,152カ所開設⑪
富山県保育協会創立20周年記念式開催⑬
青葉幼稚園に青葉保育園 (乳幼児40名収容)を付設⑲
富山市銃後奉公会および富山市青少年団共催､傷病将兵､戦没軍人遺族並に少年兵志
願者に慰安会開催⑲
三菱社長､県内の社会事業団体へ助成金計2,030円交付⑲
富山市疎開相談所開設⑲
富山市銃後奉公会､従来新市城の支所出張所に存置した銃後奉公会を富山市銃後奉公
会に吸収合併⑬
富山県､厚生事業功労者として富山市相生町の野村愛子を表彰⑬
富LJ県内政部長､銃後奉公会の整備強化について通牒⑮
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富山県､乳幼児死亡率低下対策について地方事務所長､警察署長､保健所長､学校
長､市町村長､二工場長に通牒⑮
県内各保育所に御内密金下賜⑬
富山県､女子勤労動員促進について通牒⑮
大Ei本増子愛育会冨山県支部設立⑬
富山県､結核撲滅規則制定⑮
魚津町大火253戸焼失⑮
○この年､県下に季節託児所1,103か叶開設⑪
○この年､氷見郡出身者を中心とする第12次氷見郡開拓団385人が満州安東省荘河県
に入植⑮
富山県雪害対策協議会規程制定⑮
各国民職業指導所が国民勤労動員署に改称⑮
富山市国民健康保険組合発足⑬
富山県､厚生事業功労者として清水町正印義正を表彰⑲
不二越病院付属看護婦養成所設立⑮
東砺波郡および西砺波郡大火240戸焼失⑮
敗戦
く出典資料〉
各項目の○内番号は､次の資料 ( )のナン--を示している｡
(1) 富山県 『富山県社会事業施設概要』昭和6年 3月
(2)社会事業研究所編 『H本社会事業大年表』昭和11年
(3) 富山県社会事業協会 『厚生時報』第 1号 昭和15年 2月
(4)同 上『同 上』第2号 昭和15年 3月
(5)同 上『同 上』第3号 昭和15年 4月
(;)同 上 F同 上』第4号 昭和15年5月
(7) 同 上 Lr同 上』第5号 昭和15年6月
(8)同 上 F同 上』第6号 昭和15年 7月
(9)同 上 『同 上』第7号･昭和15年8月
(10) 同 上 『同 上』第8号 昭和15年 9月
(ll) 同 上 『同 上』第9号 昭和15年10月
(12) 同 上 『同 上』第10号 昭和15年11月
(13) 同 上 『同 上』第11号 昭和15年12月
(14)富山県 『富山県社会事業現況』大正11年
(15) 富山県学務部社会課 『富山県社会事業便覧』昭和3年
(16) 同 上 『同 ｣二』昭和 4年
(17) 同 上 『同 上』昭和5年
(18) 富山市社会課 『富山市社会事業施設一覧表』昭和2年
(19) 同 上 『同 上』昭和 3年
(20) 同 上 『同 上』昭和 5年
(21) 同 上 『同 上』昭和8年
(22) 富山県社会課 『富山県の方面委員』昭和6年
(23) 富山県 『方面委員ノ莱』昭和14年
(24) 富山県警察署 『浮浪精神病者保護収容所建設報告書』昭和15年
(25) 富山県学務部社会課 『富山県社会事業便覧』昭和6年
(26)富山県 F社会J]昭和12年8月
(27)同 仁 F同 上』昭和13年3日
(28) 同 上 『同 上』昭和14年81号
(29)富山県 『少年教護法関係法令』昭和10牛頃
(30) 富山県社会課 『季節託児所開設の手引』昭和14年
(31) 同 上 『季節託児所の概要』昭和15年
(32) 富山県成徳会 『富山県立樹徳学園要覧』昭和4年
(33) 富山県融和会 『会報』昭和 6年 7月
(34) 富山慈済院 『富山慈済院案内』大正11年頃
(35) 富山県 『北信五県感化教育研究会記録』昭和6年
(36) 富山県立樹徳学園 『富山県立樹徳学園の施設 ･冨山成徳会概要』昭和 8年
(37) 富山県融和会 『融和運動の展望と会報』昭和7年
(38) 富山県成徳会 『富山県成徳会の事業』昭和11年
(39) 富山県 『富山県教化団体便覧』大正12年
(40)富山測候所 『富山県災異史料』昭和15年
(41) 中央社会事業協会社会事業研究所 『日本社会事業年鑑』昭和21年度敬
(42) 内務省地方局 『感化政済事業一覧』(明治43年9月調)明治44年
(43)富山市史編集委員会 『富山市史』 (第2巻)昭和35年
(4)高岡市編纂委員会 『高岡市史』(下巻)昭和44年
(45) 富山県 『富山県史』(年表)昭和62年
(46)内務省地方局 『地方資料-特殊救済事業 ･職工按済事業』 (第11編)PJJ治40年
(47) 内務省地方局 『感化救済小鑑』明治43年10月
(48) 内務省地方局 『感化救済小観』(抄)明治41年
(49) 富山県 『富山県史』(史料編6･近代上)昭和53年
(50) 富山県 『富山県史』(史料編7･近代下)昭和57年
(51) 田代国次郎 『日本社会事業成立史研究』童心社､昭和39年
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